
GIGAスクール構想に基づく教育展開について
〜⼀⼈⼀台端末本格活⽤元年〜

令和3年６⽉４⽇ 京都市教育委員会
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資料２
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教育情報化促進チーム
管理職，GIGAスクール推進主任，情報教育主任等

学校園学校事務支援室

カリキュラム
開発支援センター

サポートデスク（0120-841-527）
●困りごと，トラブルの相談は，サポートデスクへ
●M３６５などの使⽤方法に関する問い合わせ

教育委員会
教育ICT化推進チーム

リーダー ︓指導部⻑
サブリーダー︓総合教育センター所⻑，指導部担当部⻑，学校事務支援室⻑

関係各課（〇はコアメンバー）
〇教職員⼈事課，〇学校事務支援室，〇学校指導課 ，〇総合育成支援課，〇総合教育センター
総務課，調査課，生徒指導課，体育健康教育室，生涯学習部

巡回訪問
・支援

「GIGA支援チーム」
（4⽉〜）

ICT支援主事7名

ICT支援員
(７⽉〜)

各支部1名
※7⽉から2週間に
1回程度，巡回支援

各支援体制，教育委
員会「教育ICT化推
進チーム」が連携し，
学校現場の支援に努
めます︕

必要時に
派遣

情報
連携

情報
連携

情報技術主事5名
（4⽉〜）

端末・回線活⽤に関す
る技術支援
（状況に応じて現地支援）

情報連携 情報連携学校運営・教育内容に
関する指導助言

困りごと，
トラブル相談

取組への支援体制

環境整備への支援体制

令和３年度 ICT活⽤における学校への支援体制の強化（４⽉〜）
〜）

＜ワンストップ窓口＞

※４〜6⽉，ログイン，⽂字⼊⼒等に関する
支援が必要な場合は，カリキュラム開発支援
センターへ依頼（別紙様式）

訪問支援
依頼



教育情報化促進チーム

GIGAスクール推進主任
（原則，教務主任または研究主任）

管理職

情報教育主任

教育情報化のリーダー。ICTを活⽤した
授業改善，校務の情報化を通して，
研修計画や組織的実践に繋げる。

GIGAスクール推進主任の補佐。
各教科等の情報教育の推進，ICT
活⽤スキルの教示等に努める。

主幹・指導教諭

教務主任

研究主任

ICTに意欲的な中堅・若⼿教員

取組支援（定期訪問）

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
（
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
）

困
り
ご
と
の
な
ん
で
も
相
談

環境整備支援（必要時派遣）

ICT支援主事（教職経験者）
ICT支援員（⺠間委託）

情報技術主事

教育情報化促進チームを中心とした校内体制
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ステップ１

活用準備期

(R3.２～５月)

ステップ２

活用推進期

(R3.６～８月)

ステップ３

本格活用期

(R3.９月～)

教
職
員

・校内研修等で支援ソフトを活⽤した
資料等の共有
・支援ソフトを活⽤した授業の計画，
実践
・クラウドを活⽤した教材・⽇程管理
等の計画・実践

・情報活⽤能⼒アドバイスシート，関
連単元配列表に基づく授業での活⽤場
面・方法等を再確認・実践
・協働学習，デジタル教科書の活⽤
・校内で遠隔学習（ Zoom ）試⾏
・不登校等の支援を要する児童生徒へ
の支援
・クラウドを通じた教材・⽇程管理

・デジタルドリルの活⽤，グラフ・写
真等を⽤いたレポート作成，遠隔学習
（校内・他校交流）等の実践
・スタンダードに基づき，授業で端末
活⽤（１単元・１回以上の活⽤場面）
・端末を活⽤した家庭学習の推進
・欠席連絡，学校だより等の端末配信

ログイン，写真・動画撮影体験，
⽂字⼊⼒・操作体験,Web検索に慣れ
る 等

児
童
生
徒

授業でGIGA端末本格活⽤
デジタルドリル活⽤

※原則小５以上，GIGA端末持帰り

調べ学習や協働学習
⽂字⼊⼒練習，デジタルドリル活⽤
等

基本的な知識・技能の習得に向けたロードマップ
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Microsoft365

ロイロノート・
スクール

デジタルドリル

採点補助ソフト
（中学校・義務教育
学校後期課程のみ）

令和3年4⽉ 6⽉ 8⽉ 10⽉ 12⽉ 2⽉

任意研修 オンラインコンテンツの充実
事例紹介

交流サイト
(Teams)

導⼊研修 適宜，オンライン操作説明会

導⼊研修 適宜，オンライン操作説明会

オンラインコンテンツの充実
事例紹介

教育ソフト導入スケジュール，説明会・研修会（予定）
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グループワークな
ど協働学習に最適

自分の考えをまとめ
たり，先生を通じた
意⾒の交流に最適



特別支援教育におけるＩＣＴ活⽤の視点
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特別支援教育における一人一台端末の活⽤
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（文部科学省資料より抜粋）



登校できない子どもへのＩＣＴ活⽤の視点
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○何らかの要因から登校しない，あるいはしたくてもできない状況にある児童生徒と学校との
信頼関係づくり，社会的⾃⽴ のための支援をより効果的に実現するため，心の居場所
づくりハンドブック別冊「ＩＣＴを活⽤した支援について」を作成・発⾏

○主な内容
①ＩＣＴを活⽤した不登校児童生徒への支援についての基本的な考え⽅
②ＩＣＴを活⽤した支援に向けて
③ＩＣＴを活⽤した居場所づくり
④支援事例の紹介
⑤実践校からのアドバイス

・不登校傾向のある児童（週１回程度の別室登校）。
・児童の教室とクラスの教室をＷｅｂ会議システムでつなぎ，授業や終わりの会に参加。
・支援の結果，週４⽇程度の別室登校ができるようになった。

事例紹介（市立小学校４年生）



「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善

× ICT

協働的な学び個別最適な学び

これまでの教育実践の蓄積

終わりに（GIGAスクールで目指す教育の姿）

個別学習で活⽤︕ 協働学習で活⽤︕

時間，場所，空間にとらわれず，あらゆる学習場面で活⽤にチャレンジ︕
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児童生徒の資質・能⼒の育成


